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1．はじめに
1932年に「大阪接骨学校」（現，大阪行岡医療専門
学校長柄校）が，我が国最初の柔道整復師養成施設と
して設立されて以来，約 70年に渡り柔道整復師の養成
は専門学校がその中心を担ってきた。しかし，2002年
に明治鍼灸大学（現，明治国際医療大学）医療技術短
期大学部柔道整復学科が開設されたことを契機に柔道
整復師の養成課程を有する大学が徐々に増え，現在で
は 14大学 15学部（短期大学含む）が存在している
（表 1）。厚生労働省の発表 1)によると 2015年度の大学
定員は 949名であり，これは柔道整復師養成全体の約
11％を占めている。
柔道整復師を養成するという点においては，大学教
日本体育大学紀要（Bull. of Nippon Sport Sci. Univ.），47 (2)，191–199，2018
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Abstract: This study was conducted to provide more in-depth information on the differences in the 
way university and technical school students think about their future careers in the same field. The bur-
den of judo-therapist training has been placed on the shoulders of technical schools for many years. 
However, new judo-therapist training schools have been established and in operation since 2002, in-
cluding the Nippon Sport Science University, placing the number of specialty schools at 14. Bearing this 
in mind, a study to determine the discrepancies in the future prospects of university and technical 
school students in judo-therapist development courses was initiated. The results of the study revealed 
that, when compared with technical school students, the number of university students who intended to 
open up judo-therapy clinics in the future was low, while the number looking to become a trainer was 
quite high. This study shows that there is indeed a discrepancy in the prospect of licensing between uni-
versity students and technical school students.
要旨： 柔道整復師の育成は専門学校が長年役割を担ってきた。しかし，2002年以降柔道整復師を養成
する大学が新たに設立され，2014年には日本体育大学を含め 14校の柔整大学が存在している。このよ
うな背景の中，柔道整復課程に属する大学生と専門学校生の意識の相違を調査の目的としてアンケート
を実施した。調査の結果から，大学生は専門学校生に比べ，将来接骨院の開業志向が低く，トレーナー
志望が強いことがわかった。また，大学生は柔道整復師の資格に対しても専門学校生に比べ取得意識が
低い学生がおり，両者の間に資格に対する意識の違いが認められた。
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2．方　　法
2014年から 2017年に，日本体育大学保健医療学部
整復医療学科（以下，整復医療学科）へ入学した 1年
生 391名と日体柔整専門学校柔道整復科（以下，日体
柔整）へ入学した 1年生 235名に対し，入学直後に柔
道整復師に対する意識調査アンケートを実施した
（表 3）。実施に際してはアンケートの目的を説明し，同
意を得た学生のみ回収を行った（回収率：整復医療学
科 98.7％（386名），日体柔整 100％（235名））。回収
したアンケート結果については統計Web SSRI 4)を用
いて 2群の母比率差の検定を行い，大学生と専門学校
生の意識の相違を比較検討した。
育と専門学校教育との間に大きな差はない。しかし大
学教育には表 2に示す通り多様な役割も求められてお
り 2)，職業教育を中核とした専門学校とは性質を異に
する。従って柔道整復師養成課程に所属する大学生の
意識は，専門学校生とは異なっている可能性が考えら
れるが，両者の意識の相違を比較，検討した報告は極
めて少なくその詳細は明らかになっていない。以前に
我々は，同一法人内に異なる学校種の柔道整復師養成
課程が存在するという特性を生かし，大学生と専門学
校生の柔道整復師に対する意識の相違を報告した 3)。
その後 3年間に渡り追加調査を実施し，合計 4年分の
データを収集したので，その結果について報告する。
表 1　柔道整復師養成課程を有する大学一覧（2017年 4月 1日）
表 2　大学の主な役割 2)
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表 3　整復医療学科および日体柔整の新入生に対する意識調査アンケート用紙
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2）将来の目標について（図 1）
将来の目標について，整復医療学科ではトレーナー
として勤務を希望する学生が最も多く，その割合は
386名中 287名（74.4％）であった。一方で接骨院開業
や接骨院へ勤務することを希望する学生はそれぞれ
145名（37.6％），172名（44.6％）であり，トレーナー
希望と比べると大きな開きがあった。日体柔整の学生
に対する同様の調査では，接骨院開業を目標とする学
生が最も多く 235名中 116名（49.4％）であり，次い
で接骨院勤務を希望する学生が 113名（48.1％），ト
レーナー希望の学生が 110名（46.8％）であった。両
群の検定においては接骨院開業，トレーナーとして勤
務，その他の項目において有意差を認めた。
3）トレーナーの資格について（図 2）
トレーナーとして勤務を希望する学生 397名（整復
医療学科 287名，日体柔整 110名）に対し，日本体育
協会公認アスレティックトレーナー（以下，公認 AT）
の資格取得について調査を行った。整復医療学科では
公認ATの資格取得を具体的に考えている学生が 64名
（22.3％），具体性はないが公認 ATの資格を取得した
い学生が 182名（63.4％）であったのに対し，日体柔
整ではそれぞれ 18名（16.4％），49名（44.5％）であ
り，公認 AT取得の意識は大学生で高い傾向がみられ
た。一方，公認 ATの資格がよく分からない，公認 AT
は取得しないと答えた学生の割合は整復医療学科 19
名（6.6％），7名（2.4％）に対し，日体柔整では 22名
（20.0％），6名（5.5％）と 2倍以上の割合であった。
4）柔道整復師の資格取得について（図 3）
卒業時に柔道整復師国家試験（以下，国家試験）を
尚，本研究は日本体育大学倫理審査委員会の承認（承
認番号 第 014-H83号）を得て実施した。
3．結　　果
1）アンケート対象者の年齢，性別，最終学歴につい
て（表 4）
整復医療学科の平均年齢は 18.2歳（±1.5），性別は
男性 227名，女性 159名で男女比は 1.4：1であった。
日体柔整の学生は平均年齢が 20.0歳（±4.6），男性 159
名，女性 76名であり，男女比は 2.1：1であった。最
終学歴については整復医療学科が 1名を除く 385名が
高卒であったのに対し，日体柔整では高卒者が 235名
中 198名で，高卒以外の学生が一定数存在していた。
高卒者数を全体の総数で除した高卒者率は整復医療学
科が 99.7％，日体柔整が 84.3％であった。
表 4　アンケート対象者の年齢，性別，学歴
図 1　将来の目標について
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取得であり，102名（43.4％）であった。以下，カリキュ
ラムの充実 61名（26.0％），金銭的理由 42名（17.9％），
高等学校の教諭の勧め 40名（17.0％）の順であった。
尚，大学あるいは専門学校を選んだ理由のうち共通
する項目について比較した結果，柔道整復師からの勧
めにおいて有意差がみられた。
6）柔道整復師の業務について（図 7）
整復医療学科，日体柔整ともに半数以上の学生が，
柔道整復師の業務は骨折，脱臼などの外傷治療にある
と回答していた（整復医療学科 208名（53.9％），日体
柔整 129名（54.9％））。それ以外の項目についても概
ね類似した結果が見られたが，外傷や障害の予防に対
する認識は整復医療学科の方が有意に高かった。
受験し，不合格であった場合の対応について調査した。
日体柔整では 235名中 218名（92.8％）が国家試験に
合格するまで受験を続けると答えたのに対し，整復医
療学科では継続受験の意思を示した学生は 386名中
344名（89.1％）であり，やや少ない傾向がみられたが
有意差は認めなかった。
5）大学あるいは専門学校を進学先に選んだ理由につ
いて（図 4～ 6）
進学先に大学を選んだ理由として最も多かったのは
大学卒業の経歴であり 235名（60.9％）が回答していた。
次いで部活動の継続が 150名（38.9％），カリキュラム
の充実が 121名（31.3％）であった。専門学校への進学
理由で最も多かった回答は柔道整復師国家資格の早期
図 2　トレーナーの資格について
図 3　柔道整復師の資格取得について
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図 4　大学への進学理由
図 5　専門学校への進学理由
図 6　大学と専門学校への進学理由（共通項目）の比較
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体柔整 47.4％），その差は 3年間で拡大傾向にある。他
大学の新入生に対するアンケート調査でも，トレー
ナーとして勤務を希望する学生の割合は 60.0％を越え
ると報告されており 6)，トレーナー志向の高さは大学
生全体の特徴と考えた。
2）トレーナーの資格取得について
前述の通り，トレーナーとして勤務を希望する学生
の割合は整復医療学科で著明であるが，公認 ATの資
格取得に対する意識にも日体柔整との間に相違がみら
れる。整復医療学科では公認 AT取得に対する意識が
有意に高く，取得希望者は約 85％に達していた。ただ，
具体的に取得を考えている学生は 22.3％に留まってお
り，公認 AT取得に対する不透明感が窺える。
公認 ATは，種々の資格が混在する日本のトレー
ナー制度に一定の基準を設けることを目的として，
1994年より発足した日本体育協会の養成事業の一つ
で 7)，オリンピックや国際大会，プロスポーツなどに
おける選手とチームドクターとの橋渡し役を担ってき
た。現在公認 ATの資格を取得する方法は「日本体育
協会加盟団体からの推薦を得た上で，養成講習会を受
講する」または「アスレティックトレーナー免除適応
コース承認校（大学，専門学校）に入学し指定のカリ
キュラムを修了後，日本体育協会が実施する筆記・実
技試験に合格する」の何れかとなっている 8)。日本体
育大学体育学部は免除適応コース承認校であり，必要
単位取得後には試験を受験することができる。しかし
整復医療学科は承認校に該当していないため，本学科
の学生が在学中に公認 ATの資格を取得することは現
時点では不可能である。資格取得の希望はあるが具体
的な見通しがないという学生が多数存在していた今回
のアンケート結果は，このような背景が反映されたも
4．考　　察
1）大学と専門学校に所属する学生の将来目標の相違
について
柔道整復師免許を取得するという目的については整
復医療学科と日体柔整の学生間に差はなく，ほとんど
の学生が入学の時点で国家試験受験の意思を示した。
また，資格取得後の目標についても，接骨院勤務，整
形外科勤務，介護分野で勤務，スポーツジムへ勤務な
ど多くの項目において両者の比率は類似した値であっ
た。しかし接骨院開業とトレーナーとして勤務の項目
においては有意差がみられた。全国柔道整復学校協会
が 5年に 1回の割合で実施している全国の柔道整復師
養成施設（専門学校）の卒業生に対するアンケート調
査 5)では，関連業務に従事している 821名のうち，接
骨院を既に開業している，あるいは今後具体的に開業
する予定があると回答した人数は 397名（48.4％），接
骨院を開業しないと答えた人数は 138名（16.8％）で
あった。一方，大学生の接骨院開業に対する意識につ
いて，廣瀬 6)は帝京大学の新入生を対象に調査を行い，
大学入学の時点で開業しないと答えた学生の割合は
44.0％であったと報告した。調査の時期や調査項目が
同一でないため一概に比較はできないが，我々の今回
の調査でも両者の間に有意差を認めており，接骨院開
業志向の低さは大学生の特徴といえる。
整復医療学科におけるもう一つの特徴としては，ト
レーナーとして勤務を希望する学生が多いことが挙げ
られる。今回の調査において整復医療学科でトレー
ナー勤務を目標とした学生は 74.4％であったのに対
し，日体柔整では 46.8％であり，その割合には有意差
がみられた。両校の新入生に対する 3年前の調査 3)で
も同様の結果が出ているが（整復医療学科 70.8％，日
図 7　柔道整復師の業務について
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年時点での大学定員は柔道整復師養成全体の約 11％
を占めており，今後はこの傾向に変化が生じる可能性
がある。
4）柔道整復師の業務に対する認識について
業務に対する学生の意識は外傷，障害の予防につい
て有意差がみられたものの，他の項目については整復
医療学科，日体柔整の間に相違はなく，概ね同じ認識
であると思われる。
柔道整復師の業務は，厚生省（現厚生労働省）健康
政策局医事課編の逐条解説に記載されている「骨折，
脱臼，打撲，捻挫等に対しその回復を図る施術を業と
して行うものである（以下略）」13)という文言の通り，
外傷に対する非観血的療法を施術の根幹としている。
アンケートの結果では整復医療学科，日体柔整ともに
50％以上の学生が骨折，脱臼，捻挫，打撲などの怪我
を積極的に治療すべきという項目を選択しており，柔
道整復師の業務を理解した上で進学している学生が多
い。一方で捻挫，打撲を中心に治療する，スポーツ障
害や慢性的疼痛の治療，予防に重点を置く，リハビリ
施設として特化するなどを選択した学生も約 4割存在
しており，柔道整復師の業務に対する学生側の認識が
多岐に渡っていることを示している。小玉ら 14)は市民
ランナーに対して実施した柔道整復師に関するアン
ケート調査において，骨折，脱臼，打撲，捻挫が接骨
院で保険適応となること理解していた選手は約半数で
あったとし，柔道整復師の業務が正確に認識されてい
ないと報告しているが，この背景には接骨院増加に伴
う業態の変化があると考えた。つまり，接骨院におい
ては従来の業務である骨折，脱臼などの外傷に対する
施術だけでなく，スポーツ障害や保険適応外の慢性疼
痛に対する施術なども自費診療の範囲で日常的に行わ
れており，この業務の多様化が学生の柔道整復師の業
務に対する認識に繋がっている可能性がある。柔道整
復師国家試験問題の出題傾向を見ても，軟部組織損傷
からの出題は増加しており 15)，特に臨床実地問題でこ
の傾向は高い。多様化する業務に適応した柔道整復師
の養成が大学，専門学校を問わず今後の養成施設の課
題と考えた。
5．ま と め
1） 2014年から 2017年に整復医療学科および日体柔
整に入学した 1年生 626名のうち，同意を得た 621
名（整復医療学科 386名，日体柔整 235名）に対
し，柔道整復師に関する意識調査アンケートを実
施した。
2） アンケートの結果から，将来の目標に関しては日
体柔整に比べ整復医療学科の方が接骨院の開業志
のと思われる。
一方，日体柔整でトレーナーとしての勤務を希望し
ている学生は，公認 ATに対する認識が整復医療学科
に比べ有意に低く，公認 AT資格取得に対する意欲も
低い傾向がみられた。また，トレーナーになるための
方策についても明確な構想を持たない学生が多く，整
復医療学科以上にトレーナーに対して漠然とした認識
しかないと考えた。
3）進学先の選択理由について
社団法人日本私立大学連盟が監修する「私立大学 学
生生活白書 2011」によると，一般大学進学の目的とし
て最も回答が多かったのは大学卒の学歴を望んだとい
う項目の 56.6％であり，この学歴志向は近年明らかな
増加傾向にあると報告されている 9)。マーチン・トロ
ウ 11)は「高等教育機関への進学率が 50％に近づくこと
は，進学することが一種の義務と見なされる」と指摘
をしているが，2016年における高等学校卒業生の大
学・短期大学進学率は 54.2％とされ 10)，「何かを習得す
ることを目的に大学へ進学するのではなく，大学へ進
学すること自体が目的である」という傾向が強まって
いると推測できる。今回のアンケート結果を見ても整
復医療学科への進学理由として最も多かったのは大学
卒業の経歴希望であり，高校生が進学先を選択する上
で学歴は大きな要因になるといえる。学歴以外の項目
では，部活動の継続，カリキュラムを理由とした学生
が多くみられたが，特に部活動の継続に関しては大学
において特有の項目であり，整復医療学科と日体柔整
の大きな相違点と考えた。
日体柔整への進学は，3年間で資格取得が可能であ
ることを選択の理由としてあげた学生が最も多く，
43.4％であった。日体柔整においては，既に大学を卒
業している学生が一定数おり，また学生の平均年齢も
整復医療学科に比べ高いことから，短期間での資格取
得を目指す学生の割合が多いと考えた。
進学理由のうち大学と専門学校に共通する項目につ
いてみると，柔道整復師に勧められて進学先を決定し
たとする学生の割合に有意差があった。公益社団法人
東京都柔道接骨師会（現東京都柔道整復師会）による
と 12)，2012年度の全国の接骨院数は 42,431施設であり
有資格者は 83,049人とされている。この内，柔道整復
師養成課程のある大学を卒業した柔道整復師数は，大
学の総定員数および国家試験合格率から推測すると
2012年の第20回国家試験時点で3,000人程度と考えら
れ，全柔道整復師の 4％に満たない。従って，高校生
が進学相談をする柔道整復師のほとんどは専門学校の
卒業生と考えられ，専門学校への進学を奨励する傾向
が強くなると考えた。ただ，冒頭で述べたように 2015
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向が低く，トレーナーとしての勤務を希望する割
合が高いことが理解できた。
3） トレーナーとしての勤務を希望する学生において
は，整復医療学科の方が公認 ATの資格取得に関
する意識が高く，日体柔整でトレーナーを希望す
る学生は公認 ATに対する認識が低い傾向がみら
れた。
4） 進学先の選択理由について，大学卒業の学歴は進
学先を選択する上で大きな要因になると考えた。
また，柔道整復師は専門学校を奨励する傾向が高
かった。
5） 柔道整復師の業務に対する認識は整復医療学科と
日体柔整の間に大きな相違はなく類似していると
考えた。ただし，アンケートの結果から柔道整復
師の業務に対する学生の認識は多岐に渡ってお
り，多様化する業務に適応した柔道整復師の育成
が今後の課題と考えた。
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